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第
四
節
吉
田
健
康
と
大
谷
周
庵
及
び
長
崎
病
院
規
則
　
明
沿
三
十
年
九
月
二
目
に
、
医
学
部
主
事
吉
田
健
康
が
没
し
た
の
で
、
十
一
日
、
教
授
栗
本
東
明
が
主
事
心
得
と
し
て
事
務
取
扱
を
委
任
さ
れ
、
同
日
、
教
授
大
谷
周
庵
が
後
任
主
事
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
吉
田
健
康
の
履
歴
は
前
に
も
引
い
た
が
、
次
に
皓
台
寺
に
あ
る
従
五
位
吉
田
健
康
の
墓
碑
に
見
え
る
墓
誌
及
び
周
庵
の
履
歴
を
次
に
掲
げ
よ
う
。
云
う
ま
で
も
な
く
、
吉
田
健
康
の
業
績
は
今
ま
で
記
載
し
た
中
で
も
覗
え
る
よ
う
に
、
長
崎
医
学
再
興
を
期
し
、
そ
れ
を
実
現
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
且
つ
校
長
、
病
院
長
の
要
職
に
あ
り
乍
ら
、
衛
生
行
政
の
目
ま
ぐ
る
し
い
変
遷
の
中
に
よ
く
地
方
衛
生
行
政
を
も
行
っ
た
点
に
あ
る
ρ
　
健
康
吉
田
先
生
福
井
県
之
士
幼
名
有
斎
催
庵
翁
之
子
以
翁
残
先
生
尚
幼
　
養
一
君
為
嗣
至
明
治
十
五
年
始
襲
其
後
継
家
先
生
天
資
頴
悟
強
記
従
事
　
干
家
業
医
学
慶
応
三
年
受
藩
命
来
長
崎
入
文
部
大
学
校
就
荷
蘭
教
師
抱
　
度
員
及
満
須
辺
児
篤
修
西
洋
医
学
並
治
術
明
治
四
年
抽
任
文
部
少
助
教
　
累
遷
中
助
教
勤
長
崎
病
院
六
年
台
湾
之
役
覆
文
部
大
学
薦
蛮
地
事
務
局
　
事
之
平
後
以
病
院
属
長
崎
県
八
年
推
任
長
崎
病
院
長
干
時
院
勢
不
振
竪
　
学
校
之
跡
亦
将
帰
干
潭
滅
於
是
乎
慨
数
不
措
屡
請
干
官
聰
教
師
干
荷
蘭
　
国
募
県
下
之
医
学
生
以
設
竪
学
場
九
年
任
長
崎
竪
学
長
専
力
教
授
遠
進
　
来
学
者
頗
多
院
勢
亦
振
十
年
西
南
之
役
任
陸
軍
々
医
兼
前
職
十
二
年
以
　
功
賜
金
十
三
年
一
月
叙
正
七
位
二
月
兼
任
長
崎
県
衛
生
課
長
廿
一
年
任
　
第
五
高
等
学
校
教
諭
補
竪
学
部
長
叙
奏
任
官
三
等
廿
三
年
叙
従
六
位
任
　
高
等
医
学
校
教
授
拝
医
学
部
主
事
廿
七
年
征
清
之
役
起
見
召
第
三
師
団
　
九
月
叙
正
六
位
勤
名
護
屋
廿
八
年
三
月
任
陸
軍
二
等
軍
医
正
補
姫
路
病
　
院
長
最
極
精
励
六
月
解
帰
井
廿
九
年
十
一
月
以
功
勲
六
等
授
瑞
宝
章
賜
　
金
若
干
升
年
五
月
応
文
部
省
之
召
島
病
上
京
終
事
而
帰
病
候
益
篤
九
月
　
以
特
旨
叙
従
五
位
九
月
二
日
終
残
干
長
崎
市
新
町
之
僑
居
享
年
五
十
有
　
二
室
三
浦
氏
無
子
養
健
吉
子
以
為
其
後
嗣
去
　
叉
、
左
面
に
明
治
三
十
年
九
月
二
日
卒
吉
田
健
康
行
年
五
十
二
と
見
え
、
法
名
は
諦
国
院
殿
恪
巌
健
康
大
居
士
で
あ
る
。
　
次
に
大
谷
周
庵
の
閲
歴
を
示
そ
う
。
　
安
政
六
年
十
一
月
二
十
一
目
（
戸
籍
面
二
十
四
日
）
、
設
楽
仙
太
郎
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
男
と
し
て
生
る
。
幼
名
友
吉
　
明
治
十
六
年
四
月
　
　
大
学
東
校
本
科
卒
業
、
医
学
士
の
称
号
を
受
く
　
同
　
　
　
年
五
月
、
　
任
新
潟
医
学
校
一
等
教
諭
　
　
　
　
新
潟
県
一641一
第
七
章
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
　
　
　
第
四
節
同
　
十
七
年
八
月
同
　
　
年
十
一
月
同
　
十
八
年
三
月
同
　
　
　
年
九
月
同
　
十
九
年
六
月
同
　
・
年
十
月
同
　
　
　
年
同
月
同
　
二
十
年
五
月
，
同
二
十
一
年
三
月
同
　
　
　
年
六
月
同
二
十
三
年
七
月
同
　
　
　
年
十
月
同
二
十
四
年
四
月
同
　
　
　
年
八
月
同
年
八
月
二
十
四
日
同
　
　
年
十
一
月
吉
田
健
康
と
大
谷
周
庵
及
び
長
崎
病
院
規
則
依
願
免
本
官
同
　
　
右
任
熊
本
県
熊
本
医
学
校
一
等
教
諭
　
　
熊
本
県
第
一
回
長
崎
医
術
開
業
試
験
委
員
申
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
務
省
検
疫
医
員
畏
申
付
（
コ
レ
ラ
流
行
）
　
熊
本
県
検
疫
医
員
長
申
付
（
コ
レ
ラ
流
行
）
　
熊
本
県
第
二
回
熊
本
医
術
開
業
試
搬
委
員
申
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
務
省
熊
本
医
学
校
附
属
病
院
長
兼
務
申
付
　
熊
本
県
地
方
衛
生
会
委
員
申
付
　
　
　
　
　
　
熊
本
県
任
第
五
高
等
中
学
校
教
諭
　
救
奏
任
官
三
等
内
閣
総
理
大
臣
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
勤
務
ヲ
命
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
蔀
省
長
崎
県
長
崎
病
院
内
科
医
長
ヲ
嘱
託
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
検
疫
医
監
督
ヲ
命
ス
（
コ
レ
ラ
流
行
）
　
同
右
任
第
五
高
等
中
学
校
教
授
叙
奏
任
官
三
等
　
文
部
大
臣
救
従
六
位
　
　
　
宮
内
大
臣
任
第
五
高
等
中
学
校
教
授
　
内
閣
総
理
大
臣
叙
高
等
官
六
等
医
学
博
士
ノ
学
位
ヲ
授
ケ
ラ
ル
　
文
部
大
臣
陞
叙
高
等
官
五
等
　
内
閣
総
理
大
臣
同
二
十
七
年
四
月
同
　
　
年
五
月
同
　
　
年
十
一
月
同
　
　
年
十
二
月
同
二
十
八
年
四
月
同
二
十
九
年
四
月
同
　
　
　
年
八
月
同
　
三
十
年
九
月
九
月
十
一
日
同
三
十
一
年
二
月
医
術
開
業
試
験
委
員
ヲ
命
ス
　
　
内
　
閣
検
疫
医
官
ヲ
命
ス
（
広
東
ペ
ス
ト
流
行
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
陞
救
高
等
官
四
等
　
内
閣
総
理
大
臣
救
正
六
位
　
宮
内
大
臣
検
疫
官
ヲ
嘱
託
ス
（
日
清
戦
争
出
征
軍
に
コ
レ
ラ
流
行
す
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
検
疫
官
ヲ
嘱
託
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
非
職
ヲ
命
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
省
願
二
依
リ
長
崎
県
長
崎
病
院
内
科
医
長
ノ
嘱
託
ヲ
解
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
医
学
研
究
ノ
為
メ
ニ
ケ
年
間
独
逸
国
へ
私
費
留
学
ノ
件
許
可
ス
　
　
　
　
　
　
　
文
部
省
渡
欧
独
逸
各
地
大
学
大
家
ヲ
歴
訪
帰
朝
復
職
ヲ
命
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
省
　
　
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
主
事
ヲ
命
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
省
長
崎
県
長
崎
病
院
長
兼
長
崎
病
院
内
科
医
長
ヲ
嘱
託
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
第
五
高
中
学
校
医
学
部
主
事
ヲ
免
ス
　
文
部
省
長
崎
県
長
崎
病
院
小
児
科
部
長
兼
務
ヲ
嘱
託
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
一642一
　　　同同
　　　十十
　　　六二
十　　年年
二八七三十四
月月月月二月
　　　　月
同
三
十
八
年
六
月
二
十
四
目
　
　
　
　
八
月
二
十
四
日
　
　
　
　
九
月
　
　
　
　
十
月
同
　
四
十
年
六
月
同
四
十
五
年
五
月
大
正
元
年
十
一
月
同
　
　
三
年
七
月
同
　
　
四
年
八
月
第
七
章
陞
叙
高
等
官
三
等
　
内
閣
総
理
大
臣
救
従
五
位
　
宮
内
大
臣
叙
勲
六
等
授
瑞
宝
章
陞
叙
高
等
官
二
等
　
内
閣
総
理
大
臣
叙
正
五
位
宮
内
大
臣
依
願
県
立
長
崎
病
院
長
嘱
託
ヲ
解
ク
救
勲
五
等
授
瑞
宝
章
　
　
　
　
叙
勲
四
等
授
瑞
宝
章
　
　
　
　
依
願
免
本
官
　
　
内
　
閣
叙
従
四
位
　
　
宮
内
大
臣
内
科
臨
床
講
義
ヲ
嘱
託
ス
　
　
　
長
崎
医
学
専
門
学
校
願
ニ
ヲ
解
ク
依
願
嘱
託
ヲ
解
ク
（
講
師
）
　
　
　
長
崎
医
学
専
門
学
校
東
京
二
帰
住
ス
任
侍
医
　
　
宮
内
大
臣
皇
太
后
宮
附
ヲ
命
ス
皇
后
宮
拝
診
主
任
ヲ
命
ス
陞
敏
高
等
官
二
等
　
　
宮
内
大
臣
賞
勲
局
長
崎
県
賞
勲
局
賞
勲
局
ヨ
リ
県
立
長
崎
病
院
内
科
第
一
部
長
ノ
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
叙
高
等
官
三
等
　
　
　
宮
内
省
　
　
　
宮
内
省
宮
内
官
分
限
令
第
六
条
第
一
項
第
四
号
二
依
リ
休
職
ヲ
命
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
省
第
五
高
等
学
校
医
学
部
　
昭
和
九
年
七
月
二
十
四
日
・
病
残
（
七
十
六
才
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
楽
院
殿
法
誉
普
済
太
極
斎
周
庵
大
居
士
　
大
谷
周
庵
は
幼
名
を
友
吉
と
云
い
、
安
政
六
年
十
一
月
二
十
一
日
（
戸
籍
面
二
十
四
日
）
、
本
所
南
割
下
水
に
設
楽
仙
太
郎
の
三
男
と
し
て
生
れ
、
浅
草
花
川
戸
の
開
業
医
大
谷
長
庵
の
養
子
と
な
り
、
周
庵
と
改
め
た
。
明
治
十
六
年
、
新
潟
医
学
校
教
諭
時
代
は
外
科
を
担
当
し
、
翌
年
、
熊
本
医
学
校
へ
転
任
し
て
か
ら
は
内
科
学
・
精
神
病
学
・
徽
菌
学
・
診
断
学
を
講
義
し
た
。
　
明
治
二
十
年
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
癩
糊
症
の
屍
体
を
剖
検
し
、
そ
の
大
脳
皮
質
に
肺
ヂ
ス
ト
マ
虫
の
卵
子
に
よ
る
嚢
腫
を
発
見
し
て
、
こ
れ
を
報
告
し
た
が
、
以
後
、
肺
ヂ
ス
ト
マ
虫
症
の
病
理
及
び
臨
床
方
面
を
研
究
し
て
、
し
ば
し
ば
学
界
に
報
告
し
た
。
又
、
明
治
二
十
一
年
、
三
池
炭
坑
坑
夫
の
肺
疾
患
者
を
調
査
研
究
し
、
肺
結
核
で
は
な
く
、
肺
炭
症
で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
て
学
界
に
報
告
し
た
。
同
年
、
新
潟
、
熊
本
及
び
長
崎
に
お
い
て
、
診
療
し
た
マ
ラ
リ
ヤ
患
者
の
統
計
的
観
察
を
報
告
し
た
が
、
明
治
二
十
三
年
、
長
崎
に
流
行
し
た
コ
レ
ラ
の
病
原
を
調
査
し
、
コ
ッ
ホ
氏
コ
レ
ラ
菌
を
証
明
し
、
真
性
コ
レ
ラ
症
で
あ
る
こ
と
を
確
定
し
た
。
明
治
二
一643一
　
　
　
第
四
節
　
吉
田
健
康
と
大
谷
周
庵
及
び
長
崎
病
院
規
則
十
四
年
、
リ
ー
ブ
ラ
イ
ヒ
氏
の
カ
ン
タ
リ
ジ
ン
酸
塩
類
の
結
核
治
療
成
績
を
報
告
し
た
が
、
翌
二
十
五
年
、
九
州
地
方
に
肝
ヂ
ス
ト
マ
症
の
存
在
を
認
め
、
こ
れ
を
報
告
し
た
。
更
に
、
白
血
病
の
一
例
を
報
告
し
、
明
治
二
十
六
年
、
長
崎
県
下
の
ア
メ
ー
バ
赤
痢
を
報
告
し
た
。
明
治
三
十
二
年
、
ト
ム
セ
ン
氏
病
及
び
腎
臓
位
置
変
異
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
癩
痴
症
の
業
績
は
、
以
上
の
報
告
中
、
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
、
医
学
博
士
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
周
庵
は
長
崎
在
勤
中
、
広
く
世
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
診
療
を
受
け
て
死
亡
し
た
人
は
天
命
の
尽
き
た
も
の
と
し
た
程
で
あ
っ
た
が
、
診
察
に
際
し
て
は
真
摯
な
態
度
、
細
心
の
注
意
、
軽
微
の
点
も
ゆ
る
が
せ
に
せ
ず
、
そ
の
為
、
他
の
察
知
し
な
い
方
面
よ
り
意
外
な
重
大
事
実
を
発
見
し
、
病
根
を
閾
明
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
留
学
に
当
っ
て
は
、
細
菌
学
を
研
究
し
た
が
、
長
崎
在
住
の
二
十
五
年
間
、
周
庵
は
常
に
生
誕
地
東
京
に
帰
住
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
の
で
、
明
治
四
十
五
年
五
月
、
遂
に
多
年
の
宿
望
を
達
成
し
た
。
大
正
元
年
十
一
月
二
十
七
日
、
侍
医
頭
岡
玄
郷
、
旧
友
北
里
柴
三
郎
男
爵
等
の
推
薦
に
よ
り
、
侍
医
を
拝
命
し
、
皇
太
后
陛
下
附
を
命
ぜ
ら
れ
、
大
正
三
年
、
皇
太
后
陛
下
崩
御
の
後
、
皇
后
陛
下
附
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
大
正
四
年
八
月
、
侍
医
休
職
と
な
っ
た
。
　
昭
和
九
年
七
月
二
十
四
日
、
病
残
し
た
が
、
時
に
年
七
十
六
才
で
あ
っ
た
。
　
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
年
）
一
月
、
長
崎
市
医
会
有
志
は
燈
籠
二
基
を
吉
田
健
康
の
墓
前
に
供
し
た
。
吉
田
健
康
は
本
学
再
興
に
尽
力
し
た
人
と
し
て
長
崎
医
会
に
尊
重
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
二
月
二
日
、
大
谷
周
庵
は
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
村
上
安
蔵
が
そ
の
後
任
主
事
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
村
上
安
蔵
が
主
事
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
病
院
の
制
度
の
充
実
に
力
を
尽
し
た
。
前
任
者
大
谷
周
庵
の
診
療
第
一
主
義
と
異
り
、
制
度
上
は
大
い
に
進
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
三
月
三
十
一
日
、
長
崎
県
で
は
告
示
第
六
十
四
号
達
を
以
て
県
立
長
崎
病
院
職
制
、
県
立
長
崎
病
院
規
則
及
び
在
院
患
者
心
得
を
改
定
し
た
。
　
　
　
」
　
　
　
県
立
長
崎
病
院
職
制
　
第
一
条
県
立
長
崎
病
院
二
左
ノ
職
員
ヲ
置
ク
一644・一
　
　
院
　
長
　
　
副
院
長
　
　
部
　
長
　
　
幹
　
事
　
　
医
　
員
　
　
調
剤
員
　
　
書
　
記
第
二
条
　
　
庶
務
部
　
　
外
科
部
　
　
小
児
科
部
壱
　
名
壱
　
名
若
干
名
壱
　
名
若
干
名
若
干
名
若
干
名
　
　
　
　
院
内
ヲ
左
ノ
八
部
二
分
チ
各
部
二
部
長
ヲ
置
ク
　
　
　
　
　
内
科
第
一
部
　
　
内
科
第
二
部
　
　
　
　
　
眼
科
部
　
産
科
婦
人
科
部
、
　
　
　
　
　
薬
　
剤
　
部
　
　
　
内
科
第
二
部
ハ
浦
上
学
用
患
者
ヲ
担
任
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
第
三
条
　
院
長
ハ
知
事
ノ
命
ヲ
受
ケ
院
務
ヲ
掌
理
シ
部
下
ノ
職
員
ヲ
指
　
揮
監
督
ス
第
四
条
　
院
長
ハ
職
員
ノ
功
過
ヲ
監
査
シ
各
部
長
以
下
ノ
進
退
ハ
之
レ
　
ヲ
知
事
二
具
状
シ
雇
員
ハ
之
ヲ
専
行
ス
第
五
条
　
院
長
ハ
院
内
ノ
処
務
細
則
ヲ
定
メ
知
事
ノ
認
可
ヲ
得
テ
之
レ
　
ヲ
施
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
第
六
条
　
院
長
ハ
医
員
以
下
ノ
職
員
二
事
務
ノ
分
掌
ヲ
命
ス
第
七
条
　
副
院
長
ハ
院
長
ノ
職
務
ヲ
佐
ク
院
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
其
職
　
務
ヲ
代
理
ス
第
八
条
各
部
長
ハ
院
長
ノ
旨
ヲ
承
ケ
所
属
部
員
ヲ
指
揮
シ
所
部
ヲ
整
　
理
ス
　
　
第
七
章
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
第
九
条
　
幹
事
ハ
書
記
ノ
長
ト
ナ
リ
院
長
並
二
庶
務
部
長
ノ
指
戦
ヲ
承
　
ケ
其
主
務
二
従
事
シ
部
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
其
職
務
ヲ
代
理
ス
第
十
条
　
院
員
及
ヒ
調
剤
員
ハ
院
長
並
所
属
部
長
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
其
主
　
務
二
従
事
ス
第
十
一
条
　
書
記
ハ
院
長
庶
務
部
長
並
幹
事
ノ
指
揮
ヲ
承
ケ
其
主
務
二
　
従
事
ス
〇
三
十
一
年
三
月
三
十
一
目
告
示
第
六
四
号
達
　
　
　
県
立
長
崎
病
院
規
則
　
　
第
一
章
　
　
通
　
則
第
一
条
県
立
長
崎
病
院
ハ
公
衆
ノ
疾
病
ヲ
診
察
治
療
ス
第
二
条
診
察
ス
ル
患
者
ヲ
分
テ
通
院
患
者
入
院
患
者
及
ヒ
学
用
患
者
　
ノ
三
種
ト
ス
第
三
条
診
察
所
ヲ
分
テ
左
ノ
五
科
ト
ス
　
　
内
科
診
察
所
　
　
外
科
診
察
所
　
　
産
科
婦
人
科
診
察
所
　
　
小
児
科
診
察
所
第
四
条
診
察
時
間
ハ
日
ノ
長
短
二
依
り
其
時
々
之
レ
ヲ
定
メ
院
内
二
　
掲
示
ス
ヘ
シ
第
五
条
診
察
時
間
外
二
来
院
シ
診
察
ヲ
乞
フ
モ
ノ
ァ
ル
ト
キ
ハ
事
情
　
二
依
リ
特
二
之
レ
ニ
応
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
　
診
察
時
間
外
二
診
察
ス
ル
ト
キ
ハ
急
病
患
者
ト
否
ト
ニ
拘
ハ
ラ
ス
総
　
テ
特
別
診
察
料
ヲ
納
メ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
第
六
条
診
察
ヲ
乞
ハ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
住
所
氏
名
年
齢
職
業
ヲ
受
付
　
係
二
申
告
シ
診
察
料
ヲ
納
付
シ
診
察
券
及
ヒ
番
号
札
ヲ
受
取
リ
指
示
一645一
第
四
節
　
吉
田
健
康
と
大
谷
周
庵
及
び
長
崎
病
院
規
則
　
ノ
診
察
所
二
差
出
シ
控
所
二
在
テ
医
師
ノ
指
揮
ヲ
待
ツ
ヘ
シ
第
七
条
　
左
ノ
休
日
ハ
新
患
者
ヲ
診
察
セ
ス
　
　
但
シ
急
患
者
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ
ス
　
　
大
祭
日
　
　
祝
日
　
　
日
曜
日
　
　
十
二
月
二
十
八
日
ヨ
リ
翌
年
　
　
一
月
五
日
迄
第
八
条
佳
診
ヲ
乞
フ
モ
ノ
ァ
ル
ト
キ
ハ
危
篤
ノ
病
症
叉
ハ
不
得
止
事
　
故
ア
ル
場
合
二
於
テ
院
務
ノ
都
合
二
依
リ
之
二
応
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
第
九
条
　
牲
診
ヲ
乞
ハ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
請
求
用
紙
ヲ
受
付
二
求
メ
患
　
者
ノ
住
所
氏
名
職
業
ヲ
記
入
シ
診
察
料
ヲ
添
へ
差
出
ス
ヘ
シ
第
十
条
　
院
内
二
於
テ
ハ
患
者
及
ヒ
附
添
人
等
来
訪
人
等
ハ
院
内
諸
規
　
則
ヲ
遵
守
ス
ヘ
シ
　
　
第
二
章
　
　
通
院
患
者
第
十
一
条
　
通
院
患
者
二
於
テ
再
診
若
ク
ハ
薬
剤
ヲ
請
フ
モ
ノ
ハ
初
診
　
ノ
際
受
取
リ
タ
ル
診
察
券
ヲ
携
帯
シ
更
二
番
号
札
ヲ
受
取
リ
診
察
叉
　
ハ
薬
剤
請
求
ノ
手
続
ヲ
ナ
ス
ヘ
シ
　
　
但
シ
診
察
券
ノ
有
効
期
限
ハ
満
三
ケ
月
ト
ス
第
十
二
条
　
医
員
ヨ
リ
交
付
セ
シ
処
方
箋
ハ
之
レ
ヲ
庶
務
部
二
差
出
シ
　
薬
価
ヲ
納
付
シ
領
収
証
印
ヲ
受
ケ
之
レ
ヲ
薬
剤
部
二
差
出
シ
薬
剤
ヲ
　
受
取
ル
ヘ
シ
　
手
術
ヲ
受
ク
ヘ
キ
患
者
ハ
医
員
ヨ
リ
交
付
セ
シ
手
術
券
ヲ
庶
務
部
二
　
差
出
シ
料
金
ヲ
納
付
シ
該
手
術
券
二
領
収
証
印
ヲ
受
ケ
之
レ
ヲ
医
員
　
二
差
出
シ
手
術
ヲ
受
ク
ヘ
シ
　
　
第
三
章
　
　
入
院
患
者
第
十
三
条
　
入
院
治
療
ヲ
乞
フ
モ
ノ
ハ
医
員
ノ
交
付
セ
シ
入
院
券
二
長
　
崎
市
若
ク
ハ
同
市
附
近
二
一
家
ヲ
構
へ
身
元
槌
カ
ナ
ル
者
一
名
ノ
保
　
証
人
ヲ
定
メ
第
一
号
様
式
ノ
保
証
書
ヲ
添
へ
差
出
ス
ヘ
シ
　
　
但
シ
事
宜
二
依
リ
保
証
金
ト
シ
テ
入
院
料
半
ケ
月
分
二
相
当
ス
ル
　
　
金
額
ヲ
前
納
セ
シ
メ
退
院
ノ
節
之
レ
ヲ
返
付
ス
第
十
四
条
　
入
院
患
者
重
症
ナ
ル
ト
キ
ハ
家
族
等
内
ヨ
リ
附
添
人
ヲ
附
　
セ
シ
ム
ヘ
シ
　
　
但
シ
軽
症
ト
雄
ト
モ
附
添
人
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
一
人
二
限
リ
附
添
　
　
ハ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
其
附
添
人
ハ
院
長
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
許
可
証
ヲ
　
　
携
帯
ス
ヘ
シ
第
十
五
条
　
在
院
患
者
叉
ハ
附
添
人
ヲ
来
訪
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ
時
間
ハ
午
　
後
一
時
ヨ
リ
同
五
時
迄
ト
ス
　
　
但
シ
患
者
危
篤
及
差
置
キ
難
キ
急
用
ノ
場
合
ハ
此
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ
　
　
ス
第
十
六
条
　
来
訪
人
ハ
自
己
及
ヒ
患
者
ノ
氏
名
ヲ
受
付
係
二
申
告
シ
病
　
室
通
券
ヲ
受
取
リ
退
出
ノ
際
之
レ
ヲ
返
附
ス
ヘ
シ
第
十
七
条
　
入
院
料
ハ
毎
月
十
五
目
及
ヒ
月
末
ノ
両
度
二
徴
収
シ
退
院
　
者
二
係
ル
モ
ノ
ハ
其
際
徴
収
ス
　
　
但
シ
入
退
院
ノ
当
日
ハ
時
間
二
拘
ハ
ラ
ス
一
日
ヲ
以
テ
計
算
ス
　
　
第
四
章
　
　
学
用
患
者
第
十
八
条
　
学
用
患
者
ハ
臨
床
講
義
用
ノ
為
メ
収
容
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
第
十
九
条
学
用
患
者
ハ
其
病
症
二
依
リ
入
院
通
院
ノ
ニ
類
二
分
テ
総
　
テ
院
費
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
治
療
ス
一646　一
第
二
十
条
学
用
患
者
ハ
人
員
二
制
限
ア
ル
ヲ
以
テ
定
員
二
満
ル
ト
キ
　
ハ
許
可
セ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
第
二
十
一
条
　
学
用
患
者
ニ
シ
テ
生
徒
実
習
上
稗
益
ア
ル
モ
ノ
死
後
解
　
剖
ヲ
願
フ
ト
キ
ハ
入
院
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
此
場
合
二
於
テ
ハ
　
第
二
号
様
式
受
書
ヲ
差
出
サ
シ
ム
ヘ
シ
第
二
十
二
条
学
用
患
者
ハ
本
院
休
日
ノ
外
尚
ホ
左
ノ
期
限
内
診
察
セ
　
ス
叉
入
院
ヲ
許
サ
ス
第
二
十
三
条
受
診
手
続
及
ヒ
薬
剤
請
求
手
続
ハ
受
附
掛
ノ
指
図
二
依
　
ル
ヘ
シ
第
二
十
四
条
通
院
患
者
ノ
薬
瓶
ハ
自
弁
セ
シ
ム
第
二
十
五
条
本
則
第
十
一
条
第
十
三
条
（
但
書
ヲ
除
ク
）
第
十
四
条
　
第
十
五
条
第
十
六
条
ハ
本
患
者
二
適
用
ス
　
　
第
五
章
　
　
診
察
料
並
諸
料
金
第
二
十
六
条
　
診
察
料
牲
診
料
手
術
料
薬
価
等
ノ
諸
料
金
ヲ
定
ム
ル
コ
　
ト
左
ノ
如
シ
　
一
診
察
料
及
ヒ
牲
診
料
普
嚢
料
塚
難
熱
　
　
　
　
　
痢
国
人
特
別
診
察
料
癒
」
診
断
書
料
毎毎毎毎初初
診診診診診診
金
参
拾
銭
金
五
拾
銭
壱
円
金
五
拾
銭
金
壱
円
金
弐
円
一
回
　
　
金
参
拾
銭
一
体
格
検
査
料
一
乳
母
検
査
料
一
処
方
箋
料
一
牲
診
料
　
　
　
牲
診
料
職
員
重
以
内
部
長
　
　
弐
　
円
医
員
　
　
壱
　
円
一
入
院
料
　
普
通
入
院
　
　
壱
等
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
　
　
　
　
　
　
　
参
等
　
特
別
入
院
　
　
壱
等
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
一
手
　
術
　
　
一
等
　
二
等
　
三
等
　
四
等
　
五
等
　
六
等
　
七
等
一
薬
　
価
一
回
　
金
五
拾
銭
一
回
　
金
五
拾
銭
一
回
　
金
拾
銭
一
里
以
上
　
宿
泊
料
一
里
二
付
　
一
泊
二
付
壱
　
円
　
　
　
弐
　
円
五
拾
銭
　
壱
円
五
拾
銭
日日日日日
弐
拾
壱
円
乃
至
弐
拾
五
円
拾
六
円
乃
至
弐
拾
円
拾
壱
円
乃
至
拾
五
円
六
円
乃
至
拾
円
弐
円
乃
至
五
円
弐
拾
銭
乃
至
壱
円
弐
銭
乃
至
拾
銭
摘
要
捨シ路里
ト里ヲ数
ス未以ハ
　満テ陸
　ハ計路
　切算片
金
壱
円
五
拾
銭
金
七
拾
五
銭
金
五
拾
銭
金
四
円
金
参
円
一647一
第
七
章
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
第
四
節
　
・
吉
田
健
康
と
大
谷
周
庵
及
び
長
崎
病
院
規
則
　
　
　
甲
　
一
剤
　
金
拾
銭
　
乳
剤
、
丸
薬
、
散
薬
、
煎
浸
薬
、
内
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
薬
、
座
薬
、
膠
漿
剤
等
　
　
　
乙
　
一
剤
　
金
七
銭
　
撒
用
薬
、
塗
布
薬
、
膏
薬
、
外
用
水
薬
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頓
服
薬
等
　
　
　
丙
　
一
剤
　
金
四
銭
　
点
耳
薬
、
点
眼
薬
等
　
　
　
　
但
シ
特
別
高
価
ノ
薬
剤
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
此
制
限
二
拘
ハ
ラ
　
　
　
　
ス
特
二
相
当
ノ
薬
価
ヲ
徴
収
ス
第
一
号
様
式
　
　
　
　
保
　
証
　
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
郡
村
番
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姓
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
齢
　
右
ノ
者
今
般
貴
院
へ
入
院
治
療
相
願
候
二
就
テ
ハ
本
人
在
院
中
同
人
　
身
上
二
関
ス
ル
事
ハ
拙
者
一
切
引
請
万
一
入
院
料
其
他
本
人
支
弁
シ
　
難
キ
節
ハ
拙
老
二
於
テ
負
担
シ
聯
力
貴
院
へ
御
迷
惑
相
懸
ケ
申
間
敷
　
候
依
テ
保
証
書
差
出
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
証
人
　
　
何
　
　
某
　
印
　
　
県
立
長
崎
病
院
　
御
中
第
弐
号
様
式
　
　
　
　
受
　
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
郡
村
番
戸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姓
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
齢
右
私
儀
今
与
学
用
患
者
ト
シ
テ
入
院
御
許
可
相
成
候
上
ハ
治
療
上
ノ
事
ハ
勿
論
御
規
則
二
関
ス
ル
事
項
ハ
一
切
相
守
リ
申
ヘ
ク
万
一
死
亡
候
節
ハ
局
部
解
剖
相
成
候
ト
モ
不
苦
候
勿
テ
為
後
日
保
証
人
兼
身
元
引
取
人
連
署
ヲ
以
テ
御
請
仕
候
也
　
　
　
　
　
　
　
右
年
月
日
本
　
　
人
　
印
住
　
所
　
　
最
近
親
族
保
証
人
　
　
兼
身
元
引
受
人
　
県
立
長
崎
病
院
　
御
中
　
　
O
在
院
患
者
心
得
一
在
院
患
者
ハ
左
ノ
心
得
ヲ
守
ル
ヘ
シ
　
一
　
在
院
中
ハ
職
員
其
他
看
護
人
等
ノ
指
示
二
遵
フ
ヘ
シ
二三四五ノ、七
印
入
退
院
ノ
際
携
帯
品
ハ
総
テ
庶
務
ノ
点
検
ヲ
受
ク
ヘ
シ
患
者
相
互
間
二
於
テ
金
銭
物
品
ノ
貸
借
受
授
ヲ
為
ス
可
ラ
ス
医
員
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
他
ノ
病
室
二
牲
来
ス
ヘ
カ
ラ
ス
若
シ
不
得
止
要
用
ア
ル
ト
キ
ハ
看
護
人
ノ
同
道
ヲ
請
フ
ヘ
シ
食
卓
ノ
上
ハ
常
二
清
潔
ニ
ナ
シ
必
要
品
ノ
外
他
ノ
雑
品
ヲ
配
置
ス
ヘ
カ
ラ
ス
放
歌
高
談
若
ハ
大
声
ヲ
発
シ
叉
ハ
許
可
ナ
ク
シ
テ
楽
器
骨
牌
碁
将
棊
等
ヲ
弄
ス
ヘ
カ
ラ
ス
室
内
備
付
ノ
器
具
ヲ
麓
略
二
取
扱
フ
ヘ
カ
ラ
ス
若
シ
破
損
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
相
当
代
価
ヲ
弁
償
セ
シ
ム
ヘ
シ
一648一
八
　
庭
前
叉
ハ
廊
下
等
二
紙
屑
並
二
不
潔
物
ヲ
投
棄
ヘ
カ
ラ
ス
九
一
定
ノ
器
物
ノ
外
疾
ヲ
吐
ク
ヘ
カ
ラ
ス
十
　
身
体
及
ヒ
衣
服
ハ
能
ク
注
意
シ
清
潔
ニ
ス
ヘ
シ
十
一
　
狽
リ
ニ
祖
揚
裸
体
ス
ヘ
カ
ラ
ス
十
二
　
回
診
前
ニ
ハ
帯
類
釦
鉦
等
ヲ
解
キ
自
己
ノ
病
床
二
於
テ
診
察
　
　
ヲ
待
ツ
ヘ
シ
十
三
　
配
膳
時
刻
ニ
ハ
必
ス
其
席
二
就
ク
ヘ
シ
十
四
　
病
室
ニ
ハ
何
品
二
限
ラ
ス
許
可
ナ
キ
物
品
ヲ
持
込
ム
ヘ
カ
ラ
　
　
ス
十
五
　
病
室
内
二
於
テ
ハ
一
切
烹
責
ヲ
為
ス
ヘ
カ
ラ
ス
叉
許
可
ナ
ク
　
シ
テ
喫
姻
ス
ヘ
カ
ラ
ス
十
六
　
指
定
外
ノ
飲
食
物
ハ
濫
リ
ニ
摂
取
ス
ヘ
カ
ラ
ス
十
七
　
本
院
ヨ
リ
給
与
ス
ル
薬
剤
ノ
外
一
切
薬
用
ス
可
ラ
ス
十
八
病
院
内
又
ハ
近
傍
二
於
テ
失
火
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
職
員
ノ
指
　
　
揮
二
従
フ
ヘ
シ
濫
リ
ニ
立
騒
ク
ヘ
カ
ラ
ス
ニ
十
　
看
護
人
等
二
対
シ
慰
労
叉
ハ
謝
儀
ヲ
名
ト
シ
金
銭
若
ハ
物
品
　
　
等
贈
与
ス
ヘ
カ
ラ
ス
　
　
　
但
シ
特
二
贈
与
ノ
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
庶
務
部
二
申
出
指
示
ヲ
　
　
　
受
ク
ヘ
シ
ニ
十
一
　
看
護
人
等
二
取
扱
上
不
信
切
ノ
事
実
ア
リ
ト
思
量
ス
ル
ト
　
　
キ
ハ
窃
二
庶
務
部
二
告
知
ス
ル
カ
叉
ハ
院
内
二
設
ケ
ア
ル
投
書
　
　
一
幽
二
投
童
目
ス
ヘ
シ
ニ
十
二
　
狼
リ
ニ
外
出
ハ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
　
　
　
但
シ
医
員
ノ
指
示
叉
ハ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
事
故
ア
リ
テ
外
出
ノ
　
　
　
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
認
可
証
ヲ
受
取
リ
其
半
片
ヲ
受
附
二
差
出
　
　
　
シ
帰
院
ノ
節
其
半
片
ヲ
医
員
二
返
附
ス
可
シ
ニ
十
三
　
外
出
及
ヒ
構
内
散
歩
ハ
午
前
九
時
ヨ
リ
午
後
五
時
迄
ノ
間
　
　
ト
ス
　
　
　
但
シ
回
診
二
差
支
ナ
キ
時
刻
ヲ
見
計
ヒ
医
員
ノ
許
可
ヲ
受
ク
　
　
　
　
ヘ
シ
ニ
十
四
　
入
浴
ハ
其
都
度
医
員
ノ
許
可
ヲ
得
テ
看
護
人
ヨ
リ
入
浴
券
　
　
ヲ
受
取
ル
ヘ
シ
ニ
十
五
　
退
院
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
予
メ
医
員
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
上
　
　
入
院
料
其
他
ノ
計
算
ヲ
為
シ
タ
ル
上
退
院
ス
ヘ
シ
ニ
十
六
　
学
用
患
者
ハ
総
テ
病
室
ノ
等
級
ヲ
区
別
セ
ス
治
療
上
二
於
　
　
テ
ハ
普
通
患
者
ト
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
ニ
十
七
　
学
用
患
者
ハ
本
人
若
ク
ハ
親
族
ノ
都
合
ヲ
以
テ
壇
二
退
院
　
　
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
ニ
十
八
　
附
添
人
又
ハ
来
訪
人
ニ
ハ
各
其
心
得
ノ
条
項
ヲ
守
ラ
シ
ム
　
　
　
ヘ
シ
ニ
十
九
　
前
記
事
項
ヲ
遵
守
セ
サ
ル
患
者
ア
ル
ト
キ
ハ
在
院
ヲ
謝
絶
　
　
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
　
　
O
在
院
患
者
附
添
人
心
得
一
入
院
患
者
附
添
ト
シ
テ
在
院
ス
ル
者
ハ
左
ノ
心
得
ヲ
守
ル
ヘ
シ
　
一
　
附
添
人
ハ
一
名
ヲ
限
リ
附
添
宿
泊
ヲ
許
可
ス
　
　
　
但
重
症
患
者
ニ
シ
テ
ニ
名
以
上
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
許
可
ヲ
受
ク
一649一
第
七
章
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
第
四
節
　
吉
田
健
康
と
大
谷
周
庵
及
び
長
崎
病
院
規
則
　
　
　
　
ヘ
シ
ニ
　
附
添
人
ハ
総
テ
成
規
ノ
手
続
ヲ
経
テ
認
可
証
ヲ
受
取
リ
常
二
之
　
　
ヲ
携
帯
ス
ヘ
シ
三
　
附
添
人
二
係
ル
諸
費
ハ
自
弁
ト
ス
　
　
　
　
　
　
・
四
　
附
添
人
交
代
ス
ル
ト
キ
其
旨
届
出
認
可
証
ノ
交
換
ヲ
請
フ
ヘ
シ
五
　
附
添
人
ハ
患
者
心
得
第
一
号
ヨ
リ
第
十
一
号
第
十
四
号
ヨ
リ
第
　
　
十
六
号
迄
及
ヒ
第
十
九
号
第
二
十
号
ノ
各
号
ハ
患
者
同
様
遵
守
　
　
守
ス
ヘ
シ
六
　
外
出
時
間
ハ
入
院
患
者
心
得
第
二
十
三
号
二
遵
フ
ヘ
シ
七
　
入
浴
ハ
一
日
一
回
ヲ
限
リ
ト
ス
看
護
人
ヨ
リ
入
浴
券
ヲ
受
取
ヘ
　
　
　
シ
八
　
前
記
事
項
ヲ
遵
守
セ
サ
ル
者
ハ
在
院
ヲ
謝
絶
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
　
　
　
ン
　
　
○
在
院
患
者
来
訪
人
心
得
一
来
訪
人
ハ
左
ノ
条
項
ヲ
守
ル
ヘ
シ
　
一
　
訪
問
ハ
午
後
一
時
ヨ
リ
同
五
時
迄
ト
ス
　
　
　
一
患
者
二
対
シ
同
時
二
二
名
以
上
ノ
来
訪
ヲ
許
サ
ス
　
　
　
但
シ
時
間
外
ト
錐
ト
モ
患
者
危
篤
若
ク
ハ
止
ヲ
得
サ
ル
事
情
　
　
　
ア
ル
モ
ノ
ハ
特
二
医
員
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
面
会
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
二
　
来
訪
人
ハ
受
付
係
二
自
己
及
患
者
ノ
氏
名
ヲ
告
ケ
病
室
通
券
ヲ
　
　
受
取
リ
退
出
ノ
際
之
ヲ
返
附
ス
ヘ
シ
三
　
院
内
二
於
テ
ハ
総
テ
職
員
並
二
看
護
人
ノ
指
示
二
従
フ
ヘ
シ
四
　
来
訪
人
ハ
宿
泊
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
五七六八十十九十
二
十
三
十
四
　
但
シ
患
老
危
篤
ノ
場
合
ニ
シ
テ
附
添
人
ノ
補
助
ヲ
為
ス
場
合
　
ハ
特
二
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
来
訪
人
ハ
病
室
内
二
於
テ
ハ
医
員
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
喫
咽
叉
ハ
飲
食
ス
ヘ
カ
ラ
ス
濫
リ
ニ
他
ノ
病
室
二
立
入
リ
叉
ハ
廊
下
等
俳
徊
ス
可
ラ
ス
患
者
及
附
添
人
二
飲
食
物
其
他
ノ
物
品
ヲ
贈
与
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
予
メ
庶
務
部
ノ
認
可
ヲ
得
現
品
ハ
医
員
ノ
点
検
ヲ
受
ク
可
シ来
訪
人
ハ
乳
児
ノ
外
小
児
ヲ
携
フ
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
　
但
シ
止
ヲ
得
サ
ル
事
故
ア
ル
モ
ノ
ハ
医
員
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
　
シ
患
者
ノ
傍
二
在
テ
病
況
ヲ
尋
ヌ
ヘ
カ
ラ
ス
普
通
来
訪
詞
ノ
外
雑
事
ヲ
談
話
ス
ヘ
カ
ラ
ス
　
伝
染
病
者
ハ
訪
問
ヲ
許
サ
ス
　
但
シ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
事
情
ア
ル
ト
キ
ハ
医
員
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
　
叉
退
出
ノ
際
ハ
医
員
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ
消
毒
ス
ヘ
シ
　
来
訪
人
退
出
ノ
ト
キ
患
者
ノ
依
頼
ヲ
受
ケ
物
品
ヲ
持
出
ル
ト
キ
ハ
受
持
看
護
人
取
締
ノ
証
明
書
ヲ
受
取
リ
之
ヲ
受
附
二
差
出
ス
ヘ
シ
　
在
院
患
者
心
得
第
三
号
第
十
一
号
第
十
五
号
第
十
九
号
第
二
十
号
ノ
各
号
ハ
患
者
同
様
遵
守
ス
ヘ
シ
　
前
項
ノ
外
在
院
患
者
ノ
妨
害
ト
ナ
ル
ヘ
キ
行
為
ハ
一
切
之
ヲ
慎
ム
ヘ
シ
一650一
　
　
十
五
　
前
記
事
項
ヲ
遵
守
セ
サ
ル
者
ハ
来
訪
ヲ
謝
絶
ス
ル
コ
ト
ア
ル
　
　
　
　
ヘ
シ
　
長
崎
県
病
院
で
は
第
五
高
等
学
校
医
学
部
分
教
場
の
一
部
を
借
り
、
施
療
患
者
の
入
院
室
に
当
て
た
が
、
長
崎
県
病
院
の
整
備
は
次
第
に
完
成
に
近
付
い
て
来
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
年
四
月
末
、
教
授
栗
本
東
明
が
病
理
学
教
室
で
研
究
中
で
あ
っ
た
狂
犬
病
予
防
注
射
療
法
は
そ
の
成
績
が
よ
か
っ
た
の
で
、
ベ
ル
リ
ン
留
学
中
（
イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ
上
陸
は
三
月
下
旬
で
、
四
月
四
日
に
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
、
当
時
ベ
ル
リ
ン
に
あ
っ
た
教
授
田
代
正
と
暫
ら
く
同
宿
し
て
い
た
。
）
、
教
授
田
中
民
夫
に
託
し
、
別
に
専
任
医
員
を
置
い
て
、
五
月
十
六
日
よ
り
長
崎
病
院
第
二
内
科
部
の
所
轄
と
し
た
。
こ
こ
に
第
二
内
科
部
で
は
学
用
患
者
と
狂
犬
病
の
研
究
・
治
療
に
当
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
春
、
長
崎
市
医
会
で
は
市
医
会
副
会
頭
村
瀬
三
英
を
医
学
講
習
所
所
長
に
任
じ
、
内
務
省
医
術
開
業
試
験
受
験
者
の
講
学
に
便
宜
を
与
え
た
。
こ
れ
は
長
崎
病
院
医
員
、
第
五
高
等
学
校
医
学
部
教
授
な
ど
の
指
導
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
講
師
は
い
ず
れ
も
各
科
専
任
の
人
々
で
、
所
在
地
は
各
地
を
転
じ
た
末
、
袋
　
　
　
第
七
章
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
町
に
固
定
し
た
。
教
授
時
間
は
夜
間
で
、
こ
の
講
習
所
を
出
て
内
務
省
医
術
開
業
試
験
を
受
け
た
人
は
多
い
。
　
台
北
県
医
院
は
長
崎
の
医
学
校
及
び
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
及
び
第
五
高
等
学
校
医
学
部
の
出
身
者
が
多
く
勤
務
し
て
い
た
が
、
同
院
医
員
青
木
大
勇
は
五
月
三
十
日
、
本
学
部
病
理
学
教
室
を
訪
れ
、
同
院
医
員
木
下
嘉
七
郎
の
製
作
に
か
か
る
マ
ラ
リ
ア
患
者
血
液
標
本
十
九
枚
、
ペ
ス
ト
患
者
脾
血
標
本
一
枚
及
び
ペ
ス
ト
の
ク
ル
ツ
ー
ル
一
本
を
寄
贈
し
た
。
海
路
遙
か
に
貴
重
な
標
本
を
寄
贈
し
た
学
的
熱
意
は
当
時
関
係
者
を
感
激
せ
し
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
年
の
夏
、
赤
痢
の
流
行
を
み
、
叉
、
本
河
内
水
道
水
源
地
附
近
に
コ
レ
ラ
患
者
が
発
生
し
た
の
で
、
六
月
九
日
に
は
本
学
部
講
師
新
保
久
一
郎
は
長
崎
市
水
道
水
質
検
査
を
担
任
し
、
大
谷
周
庵
は
コ
レ
ラ
患
者
の
糞
便
検
査
に
よ
り
病
原
菌
の
発
見
を
な
し
た
。
又
、
本
学
部
病
理
学
部
教
室
助
手
光
武
賢
一
も
六
月
十
七
日
、
長
崎
市
水
道
水
徽
菌
学
的
検
査
担
任
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
　
七
月
十
一
日
、
長
崎
市
大
村
町
長
崎
貿
易
商
集
会
所
に
お
い
て
医
学
部
及
び
長
崎
市
医
会
並
び
に
紳
士
紳
商
の
同
志
者
が
集
り
、
故
吉
田
健
康
の
建
碑
並
び
に
奨
学
資
金
に
関
す
る
協
議
会
を
開
き
、
一651一
　
　
　
第
四
節
　
吉
田
健
康
と
大
谷
周
庵
及
び
長
崎
病
院
規
則
委
員
三
十
名
を
設
け
、
大
谷
周
庵
を
委
員
長
に
、
村
上
安
蔵
を
副
委
員
長
と
し
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
資
金
募
集
を
な
す
こ
と
と
し
た
が
、
や
が
て
募
金
の
時
期
は
二
・
三
ヶ
月
延
期
さ
れ
た
。
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
資
金
が
集
り
、
奨
学
制
度
の
確
立
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
年
七
月
四
日
、
森
永
伊
吉
は
学
術
研
究
の
た
め
熊
本
．
佐
賀
両
県
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
近
県
に
出
張
を
な
し
た
の
は
大
谷
周
庵
、
栗
本
東
明
が
既
に
何
回
も
行
い
、
風
土
病
の
研
究
に
専
念
し
、
特
に
ヂ
ス
ト
マ
の
研
究
は
大
き
な
成
果
を
収
め
て
い
た
。
翌
年
に
も
教
授
高
畑
挺
三
は
検
徽
所
監
督
の
資
格
で
、
大
村
．
早
岐
・
佐
世
保
・
田
助
・
面
高
・
瀬
戸
．
松
島
の
各
検
徽
所
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
更
に
県
立
長
崎
病
院
外
科
部
長
と
し
て
院
務
取
調
の
た
め
、
福
岡
・
熊
本
両
県
へ
出
張
し
、
三
月
八
日
、
出
張
し
て
同
月
中
旬
、
帰
学
し
た
。
教
授
桜
井
三
之
助
も
県
立
長
崎
病
院
婦
人
科
産
科
部
長
の
資
格
で
院
務
取
調
の
た
め
、
熊
本
・
佐
賀
両
県
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
三
月
下
旬
出
発
、
佐
賀
に
お
け
る
第
七
回
九
州
医
学
会
出
席
の
た
め
出
張
中
の
大
谷
周
庵
、
田
中
民
夫
両
教
授
と
共
に
帰
校
し
、
教
授
久
保
成
治
は
四
月
十
五
日
、
熊
本
に
出
張
し
、
二
・
三
日
後
に
帰
学
し
た
。
こ
の
よ
う
に
医
学
部
教
授
の
研
究
出
張
が
続
い
て
、
地
方
に
お
け
る
医
学
研
究
の
実
を
挙
げ
て
行
っ
た
。
　
再
び
明
治
三
十
一
年
の
こ
と
に
戻
る
が
、
研
培
会
運
動
部
で
は
先
年
一
時
盛
ん
で
あ
っ
た
野
球
の
廃
れ
て
い
る
の
を
見
兼
ね
た
学
生
三
年
宮
崎
弘
隣
は
運
動
部
長
久
保
成
治
教
授
と
共
に
そ
の
復
興
を
試
み
、
四
月
中
旬
よ
り
そ
の
準
備
に
か
か
っ
て
、
五
月
二
十
二
日
、
コ
ー
チ
ニ
人
の
指
導
に
よ
り
野
球
を
再
開
し
た
。
野
球
の
開
始
は
明
治
二
十
二
年
、
当
時
の
助
教
授
秋
吉
季
五
郎
が
首
唱
し
て
小
島
郷
の
運
動
場
で
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
明
治
二
十
四
年
、
浦
上
移
転
後
は
寄
宿
舎
の
生
徒
等
が
競
技
し
た
程
度
で
、
中
絶
し
て
い
た
も
の
で
、
再
興
後
間
も
な
い
六
月
六
日
、
中
島
体
操
場
で
鎮
西
学
館
と
対
戦
し
て
快
勝
し
た
。
以
後
、
大
正
期
の
長
崎
医
学
専
門
学
校
対
長
崎
高
等
商
業
学
校
の
野
球
戦
の
展
開
を
み
る
に
到
る
隆
盛
を
来
た
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
端
艇
競
漕
も
明
治
三
十
一
年
八
月
七
日
の
第
四
回
琵
琶
湖
聯
合
端
艇
競
漕
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
運
動
部
の
活
躍
が
目
立
っ
た
。
　
こ
の
年
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
会
場
に
お
い
て
、
四
年
級
生
徒
が
一652一
報
国
憧
兵
慈
善
市
を
催
し
、
そ
の
売
上
純
益
金
を
目
本
赤
十
字
社
長
崎
支
部
救
護
準
備
費
と
し
て
赤
十
字
社
に
寄
附
し
た
の
で
、
同
年
十
二
月
十
三
日
、
日
本
赤
十
字
社
総
裁
大
勲
位
功
二
級
小
松
宮
彰
仁
親
王
及
び
日
本
赤
十
字
社
長
従
二
位
勲
一
等
伯
爵
佐
野
常
民
よ
り
長
崎
県
麦
部
を
経
、
四
年
級
学
生
代
表
馬
場
恒
男
に
宛
て
て
、
鄭
重
な
賞
状
を
送
附
さ
れ
た
。
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五
高
等
学
校
医
学
部
